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会　計　名 平成１９年度 平成１８年度 差　　引 伸率（％）
一　般　会　計 418 億 8,396 万円 445 億 7,084 万円 △ 26 億 8,688 万円 △ 6.0

特

別

会

計

国民健康保険事業 94 億   465 万円 76 億 3,531 万円 17 億 6,934 万円 23.2
　　事業勘定 92 億 2,374 万円 74 億 7,396 万円 17 億 4,978 万円 23.4
　　診療所費 1 億 8,091 万円 1 億 6,135 万円 1,956 万円 12.1
簡易水道事業 10 億 6,888 万円 19 億 7,056 万円 △ 9 億   168 万円 △ 45.8
住宅新築資金等貸付 9,856 万円 1 億 1,850 万円 △ 1,994 万円 △ 16.8
駐車場事業 5,745 万円 5,831 万円 △ 86 万円 △ 1.5
老人保健 94 億   869 万円 97 億 3,433 万円 △ 3 億 2,564 万円 △ 3.3
介護保険事業 67 億 3,182 万円 64 億 8,778 万円 2 億 4,404 万円 3.8
農業集落排水事業 　　13 億 8,979 万円 10 億   635 万円 3 億 8,344 万円 38.1
公共下水道事業 25 億 5,645 万円 8 億 1,317 万円 17 億 4,328 万円 214.4
浄化槽事業 1 億 1,337 万円 1 億 1,226 万円 111 万円 1.0
サービスエリア 1,510 万円 1,898 万円 △ 388 万円 △ 20.4
市街地再開発事業 4 億 9,000 万円 0 万円 4 億 9,000 万円 100.0

小　　計 313 億 3,476 万円 279 億 5,555 万円 33 億 7,921 万円 12.1
企
業
会
計

病院事業 41 億 6,287 万円 39 億 7,870 万円 1 億 8,417 万円 4.6
水道事業 33 億 8,429 万円 38 億 3,909 万円 △ 4 億 5,480 万円 △ 11.8
伊賀下水道事業 0 万円 13 億 5,948 万円 △ 13 億 5,948 万円 △ 100.0

小　　計 75 億 4,716 万円 91 億 7,727 万円 △ 16 億 3,011 万円 △ 17.8
財
産
区

島ヶ原 2,970 万円 3,507 万円 △ 537 万円 △ 15.3
大山田 574 万円 648 万円 △ 74 万円 △ 11.4

小　　計 3,544 万円 4,155 万円 △ 611 万円 △ 14.7
合　　計 808 億   132 万円 817 億 4,521 万円 △ 9 億 4,389 万円 △ 1.2

　平成 19年度予算が 3月の市議会定例会で決定しました。
　一般的な施策を進めるための一般会計予算は、418 億
8,396 万円で、国民健康保険事業など 11 の特別会計予算の
合計は、313 億 3,476 万円、病院・水道事業を行う企業会
計予算の合計は、75 億 4,716 万円、島ヶ原・大山田の財産
区特別会計予算の合計は、3,544 万円で、これらを合わせ
た伊賀市の予算総額は 808 億 132 万円となりました。

一般会計予算
　４１８億８, ３９６万円

　依然厳しい財政状況のなか、平成 19 年度予算については、前年度に導入された事務事業評価に基づき、総合
計画と整合性を図り事務事業のすべてにおいて見直しました。予算編成方法においても、「予算配分方式」を新
たに採用し、その結果、一般会計予算については平成 18 年度と比較して 26 億 8,688 万円減額となりました。

■各会計別当初予算の対前年度比較表
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　市民一人あたりの基金残高は
　　　約 6 万 5,000 円になります  
  市の貯金である基金は、各事業を行うにあた
り財源が不足しているため、約 16 億 2 千万円
を取り崩す予定です。また、伊賀市振興基金や
財政調整基金などへ約 10 億円を積立てるため、
平成 19 年度末基金の残高は約 67 億円となる
見込みです。

　　　市民一人あたりの市債残高は
　　　　約 58 万円になります  
  市が建設事業などのために借入れた市債の残高
は平成 18 年度末には 592 億円になる見込みです。
これは 49 億円を償還するのに対し、合併特例事業
を中心に 86 億円を借入れるため、市債残高が 37
億円の増となります。本年度は、56 億円の借入れ
に対して償還額が 53 億円であるため、平成 18 年
度に比べ 3 億円の増加となります。今後も償還と
借入れのバランスを考慮した健全な運営を行って
いかなければなりません。

収　　入
伊賀市 家　計

市税・地方交付税等 288 億 9 千万円 月収（給料等）    416,000 円

国・県支出金 57 億 3 千万円 親からの支援など 82,500 円

市債 56 億 2 千万円 借金 80,900 円

基金繰入金 16 億 5 千万円 預貯金の取崩 23,800 円

収入　計 418 億 9 千万円 収入　計 603,200 円

支　出
伊賀市 家　計

人件費 97 億 2 千万円 食費    140,000 円

投資的経費・維持補修費 66 億 7 千万円 自宅の増改築・修繕費 96,000 円

扶助費 40 億 9 千万円 家族の医療費・学費など 58,900 円

公債費 64 億　　　円 借金の返済 92,200 円

物件費など 150 億 1 千万円 光熱費・交際費など 216,100 円

支出　計 418 億 9 千万円 支出　計 603,200 円

※ 1 カ月の支出額約 61 万円をまかなうのに、月収に親からの支援などを加えてもなお不足する額（約 11 万円）を、
借金や預貯金の取崩しに頼らざるを得ない状況になっています。

★予算を家計にたとえると・・・
　月収 41 万 6,700 円（年収 500 万円ベース）とします。
　この場合、伊賀市の 1 千万円は家計では約 144 円として比較します。




